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在宅呼吸療法患者の災害対策  ～新たな取り組み～
笠井　健　 北良株式会社

　当社は岩手県において医療用ガスの供給や在宅医療サービスを提供している事業者である。2011年には
東日本大震災を経験し、医療機関や在宅患者の支援を行った。その後、熊本地震や西日本豪雨、各地の
台風災害などで被災地の支援に参加し、その経験を活かして多様な災害対策に取り組んでいる。
　在宅医療患者にとって災害時の最も大きな課題とされているのが電源の維持である。在宅医療では、
人工呼吸器や酸素濃縮器をはじめ多数の医療機器が使用されており、一般的に在宅用人工呼吸器は停電時
も専用のバッテリーによる動作が可能だが、その稼働時間は限られており、加温加湿器などバッテリーが
ついていない機器も多い。
　東日本大震災などの大規模災害では支援する側も人員や燃料の確保などで車両の走行が制限されること
もあり、迅速で効率的な支援をするためには、個々の患者について停電状況を早期に把握し、優先順位
を明確にした対応を行う必要があった。また、被災した範囲が広く、患者の避難先を把握するのが困難で
あった経験から患者の位置情報を確認するニーズが発生した。
　こうした経験から2014年に患者個別の停電状況と避難先を把握するシステム「ANPY」を開発し、原則と
して全ての患者に設置している。このシステムは小型の専用端末を患者宅のコンセントに接続し、停電を
感知した際には支援する側に通知することで、ほぼリアルタイムに患者毎の停電を正確に把握することが
でき、幾つかの災害で詳細な停電情報を把握することで正確な初動対応が可能になるなど成果をあげて
いる。また、端末にはGPSが内蔵されており、避難の際に持ち出すことで、位置情報が一定間隔でシステム
上に記録され、避難先を把握するための情報として活用される。2019年からは（株）フィリップス・ジャパン
にもシステムを提供しており全国の在宅患者の災害対策強化を協力して推進している。


